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役員賞与規程（従来型）

第１章　総　　則

（目的）
第１条　この規程は株式会社○○（以下「会社」という）の取締役および監査役（以下「役員」という）の賞与その他の事項について定める。

（役員の定義と適用範囲）
第２条　この規程において役員とは、株主総会で選任された取締役および監査役のうち常勤の者をいう。

２　非常勤役員については、この規程を準用する。

第２章　役員賞与

（役員賞与の決定基準）
第３条　役員賞与は、取締役と監査役に区分し、会社の営業成績に応じて、利益処分として株主総会の承認を得て支給する。

２　各取締役の賞与については、取締役会で決定する。ただし、取締役会が取締役社長に一任して決定することがある。

３　各監査役の賞与については、監査役の協議により決定する。

（役員賞与の配分）
第４条　役員賞与の配分は、各役員の業務執行状況を評価し、取締役会において決定する。あるいは、取締役会の一任により、取締役社長が決定する。

（役員賞与の配分基準）
第５条　役員賞与の配分基準は、おおむね次のとおりとする。ただし、特に会社への貢献が顕著な者については、その２割の範囲内で加算を行う場合がある。

　（社長賞与＝1.0）

　　　　会　　　長　　0.9程度

　　　　社　　　長　　1.0

　　　　副　社　長　　0.8程度

　　　　専務取締役　　0.7程度

　　　　常務取締役　　0.6程度

　　　　取　締　役　　0.5程度

　　　　監　査　役　　0.4程度

（非常勤役員の賞与）
第６条　非常勤役員の賞与は、前条の配分基準に対して５割の範囲内において、取締役会で決定する。

（使用人兼務役員の賞与）
第７条　使用人兼務役員の賞与は、その使用人分の賞与を従業員の賞与の支給時期に支給しているときは、役員報酬に対応した金額を役員賞与として支給する。

（役員賞与の減額措置）
第８条　役員が会社に対して多大な不利益を与えた場合は、第５条の規定にかかわらず、役員賞与を減額あるいは不支給とする。

（長期休職者の取扱い）
第９条　長期休職者に対する賞与は、相応の減額あるいは不支給とする。

（役員賞与の支払日）
第10条　役員賞与の支払日は、そのつど決定する。

付　　則

（規程の改廃）
第１条　この規程の改廃は規程管理規程による。

（実施期日）
第２条　この規程は、平成○年○月○日から施行する。































